
                                                 

 

  

 

 

 

       

 

 

                                                                                         

 

 

 

 

 

 

 

  

 

       

 

 

 

 

  

        

 

            

 

 

 

   

 プール専用使用コース数 交流センター 

日 曜日 10～12 時 13～15 時 会議室関連 

１ 金   11 月分予約抽選申込 

２ 土 ９時～15 時 避難所訓練のため入場不可 

３ 日   11 月分先着順申込 

４ 月  ※２コース  

５ 火 休     館     日 

６ 水 ▲２コース ◎２コース  

７ 木  ※２コース  

８ 金  
☆２コース 

14：50～15：50 

 

 

９ 土  ※２コース  

10 日    

11 月  ※２コース  

12 火    

13 水 ▲２コース ◎２コース  

14 木  ※２コース  

15 金    

16 土  ※２コース  

17 日    

18 月  ※２コース  

19 火 休     館     日 

20 水 ▲２コース ◎２コース  

21 木  ※２コース  

22 金    

23 土  ※２コース  

24 日   

 

 

25 月  ※２コース  

26 火  ☆２コース 

14：30～15：30 

 

 

27 水 ▲２コース ◎２コース  

28 木  ※２コース  

29 金    

30 土  ※２コース  

31 日    

11／1 月   １2 月分予約抽選申込 

２ 火 休     館     日 

３ 水   １2 月分先着順申込 

４ 木  ※２コース  

月４日、日本財団の荻上健太郎さんを講師に迎え、

「気軽にできる！助成金申請」講座を開催しました。 

参加者から大変好評だったこの講座の内容を 

少～しだけ、ワンポイントでご紹介します。 

 

 

１ 本当に助成金が必要なのか？を確認しよう 

２ 助成金の仕組みと相手のことをよく知ろう 

☛助成財団（助成する側）にとっては、実は NPO 

 は自分たちに持っていない手段（ノウハウ、現 

場…） を持つ『パートナー』として目的を達成し 

たいと考えている。つまり、助成財団自身も『成 

果と進化』を求められている。助成金だけではな 

い『Win-Win』な関係を築こう！ 

３ 情報収集には支援センターを活用しよう 

４ 事前相談を積極的に活用しよう 

   ☛『必須のプロセス』と言っていいほど重要！ 

５ 相手が知りたいことに答えるという姿勢で申請 

書は作成しよう 

   ☛『箇条書き』で簡潔に！文字数制限は厳守！ 

６ 助成金をもらってからが腕の見せ所と心得よう  

７ 日頃から情報発信に積極的に取り組もう                     

※詳しい資料は交流センターでコピーまたは HPで  

    

  https://canpan.info/ 検 索 

 

 

 子十字路の角にある「理科ハウス」という、とても小さな

科学館をご存知ですか？ 

 逗子で仕事をするようになってから、まちを歩いて、気

持ちのいい場所や素敵なお店を見つけるのが私の楽し

みになっているのですが、その場所のひとつが、「理科

ハウス」です。 

 一見ふつうの民家のような建物の中には、科学の不思

議を感じさせる展示やゲームがいっぱい。私が訪ねたと

きには、「あなだらけ」という企画展をやっていました。コ

インの穴、調味料入れの穴、昆虫の巣穴、きつつきが掘

った穴、靴下の穴…。どんな穴にもそれぞれ、位置や大

きさ、向きに深～い理由があります。展示を見て、その理

由を自分で発見したときには、すごくうれしくなります。 

 中学生の頃から、「理科」には苦手意識を持っていたの

ですが、ここの展示は素直に楽しむことができました。 

テストのための勉強ではなく、興味の 

おもむくままに不思議を探求できる、 

こんな場所と機会がもっとたくさんある 

といいなと思います。小さくても他に例 

のないユニークな活動は、そのうち、他 

の分野の活動と結びついて、とても素敵 

な「協働」が生まれそうな予感がします。 

日、北欧に行ってきました。 

街には、近代的なビルが林立。そこ

に「古いものこそ価値がある！」と言

わんばかりに並び立つ古い建物。

すごいインパクトでした。 

古い建物を大切にし、壊れれば

修繕する、また時代の変化に対応

して部分的に近代的な技術を取り

入れ、古くなっても積極的にその姿 

を残していく努力。ただそこにあったように見えるけど、歴

史を作るのは大変ですね。 

そんな景色を見ていたら、ふと、先日、センターで開催

した市民活動情報交換会で、ある方がおっしゃったことを

思い出しました。それは「団体の活動を存続させていくに

は、時代の流れに対応して活動の内容を少しずつ変えて

いく必要がある」という発言。そうか、活動を存続させるた

めには、時代を読む力が必要で、看板は変えずとも少し

ずつ変化・成長していくことが求められるということなので

しょう。市民団体も絶え間ない努力によって歴史を作って

いくのですね。しかも、その舞台は市民交流センターなん

だ。そう考えた時、市民交流センターの一つの大きな役割

が見えた気がしました。 

それは、きっと歴史を作るお手伝い。一つ一つの団体

の歴史が、まだ新しいこの市民交流 

センターの歴史となって、いつか世界 

に自慢できるくらいの歴史をもった 

「“古い”市民交流センター」になる 

姿を見てみたいと思いました。 

・10 月２日（土）９時～15 時は避難所訓練のため入場できま

せん。15 時以降は開館いたします。 

・専用使用以外の３コースが使用できます。 

・空欄、及び９時～10 時、12 時～13 時、15 時以降は基本的に

全コースご利用いただけます。 

 

〒249-0006 神奈川県逗子市逗子 4-2-11 

TEL  046-872-3001 

FAX 046-872-3003 

 

市民協働コーディネーター  木下
きのした

理
よし

仁
ひと

     

 

発行：市民交流センター  Vol.４ （平成 22 年９月 20 日） 

ランティアセンター主催の『傾聴ボランティア入

門講座』が終了しました。“人の話を聴く、話し相手

になる”ということについての講義、演習、市内福祉

施設での実習を合わせて全５回の講座でした。 

最終日は、実習を除くとたった４回しか顔をあわせ

ていない受講生同士が、解散を惜しむように語り合

ったり、連絡先を交換し合ったりしていました。 

2010 年の夏に一緒に学んだ『仲間』として、心 

のつながりが生まれていたのです。 

『逗子のボランティア』という仲間同士、活動 

の喜びを分かち合い、困難にぶつかったとき 

には励ましあえる、そんなボランティアに育っ 

てもらえたら嬉しいです。 

ボランティアセンターでは、このようにボランティア

の『はじめの一歩』を踏み出すきっかけ作りとして『ボ

ランティア入門講座』を毎年開催しています。一人で

は不安でも、仲間ができれば一緒に踏み出せま

す！ぜひ皆さんも参加してみてください。 

 
開設日・時間： 

月曜日～金曜日 ９時～17時 

（交流センター休館日・祝日は除く） 

連絡先： 

電話 ０４６－８７３－８０３７  

  E メール vc@zushi-shakyo.com 

担当：小田嶋  漆垣
うるしがき

 

民活動のススメ講座」は、市民活動団体が抱える

問題点や悩みを解決するための知識等を伝達し、それ

ぞれの活動をより活性化させるためのものです。 

今回の研修講座は、多くの市民活動団体・ＮＰＯの

皆様にとって共通の悩みである「資金調達」について、

次の講義、ワーク等を通して学びます！ 

〇講義「ファンドレイズ（資金調達）を始める前に」 

①成果を生む準備②品質を高めながら続ける準備 

③信頼される準備 

〇個人ワーク「自主財源率を高めるために」 

自分の団体で一番優先度の高い財源調達手段（会

費、寄付、事業収益）について改善策を書き出す。 

                     

日時：１２月４日（土） １４：００～１６：３０ 

場所：市民交流センター２階会議室 

講師：川北 秀人 氏 
IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]代表 

 

講師の川北氏は、次のように述べています。 

『「自分たちの活動や団体に資金が足りない」と訴える

のではなく、「何を実現するために、いくら、どう使う必

要があるのか」が重要である！』と。  

 

スウェーデン：ヘルシンボリー 

市民協働課 今井敏之助 

 

mailto:vc@zushi-shakyo.com


 

 

 

                                                  

 

  

 

  

 

  

  

  

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

市民交流センターで活動している団体、aZZa!に

登録している団体の情報を掲載しています。掲

載ご希望の団体（講座・講演会のお知らせや会

員募集など）は、受付までお越しください。 

内  容：コントラクト・ブリッジの初心者教室です。 

トランプカードを１３枚ずつ配り、4 人で

競い合います。 

全く初めての方でも、やさしくやり方を

教わって、その日から仲間とプレイを楽

しむことができます。 

活動日時：毎月第２・第４、月曜日・金曜日  

場  所：市民交流センター 

費  用：会費 1,000 円 

問 合 せ：宮崎 清 

TEL＆FAX 046－873-7661 

 

TEL ０９０－３５３０－１９９９ 

 

内  容：小さな楽器で大きな輪・和・話。ウクレレ 

の練習を通して仲間作りをしています。 

デイケアセンターでのボランティア活動 

や夏祭りへも出演しています。 

今年は９月２３日（木）なぎさホールでコ 

ンサートを行います。入場無料です。 

ご来場をお待ちしております。 

活動日時： プルメリア 

毎月第１・第３水曜日 10：00～11：30 

ハイビスカス（青少年会館） 

毎月第１・第３日曜日 10：00～11：30 

場  所：市民交流センターほか 

費  用：会費 1,000 円  

問 合 せ：藤野栄一 

TEL＆FAX 046－873-3322 

内  容：【体を楽器に】 をモットー 

     に、正しい発声を学びな 

がら歌をうたう。 

自分の体が奏でる調べで 

表現力を豊かに、身体を 

若々しく心ゆたかな生活を 

しましょう。 

会員募集中・見学自由（有料） 

活動日時：第 2・第 4 火曜日  

13：20～14：55 

場  所：市民交流センター 

費  用：2,500 円／月 

問 合 せ：鈴木 光子 

TEL＆FAX 873－7834 

 

内  容：フラワーアレンジメント（生花・プリザーブ

ド）基本スタイルから自由なアレンジまで

幅広く楽しんでいます。 

活動日時：生花・毎週月曜 

10：30 13：00 15：00 

プリザーブド・毎月最終週月曜  

15：00 

場  所：市民交流センター 

費  用：花代・実費 3,300 円／回  

問 合 せ：段坂 江里 

TEL 090-9344-3646 

 

 

市民交流センターは、事務所・受付のほか、警備、清掃、

設備、プール監視など様々な専門職で構成されています。

さしずめオーケストラといったところでしょうか。 

先月からそれぞれの仕事の現場から、生の声をお届けし

ています。今月は警備です。 

巡回等により、事件、事故が 

発生することの無いよう 

警戒防止に努めています。 

警備スタッフ６名は、常に明るく親 

切な対応を心がけ、交流センターにい 

らっしゃるお客様が、安心してそのひ 

と時をお過ごしいただけますように、 

今後とも与えられた責務に精一杯頑張 

ってまいります。 

いつでも気軽にお声をかけてください。 

 

・人や物に対し、安全と安心を守る仕事で

あり、迅速かつ適正に事にあたり、額に

汗して働くからには胸を張って他人の喜

ぶ仕事に打ち込むことが警備員としての

甲斐と云うものだと思います。 

仕事をするにあたっての心意気 

・時間内に汗水たらして精一杯働くこと。 

・市民に少しでも気持ちよく施設を利用

していただくため、外周の煙草の吸殻

及びゴミ拾いに心がけています。 

 
困っていること 

 ・駐輪のスペースが狭いため、いつも中

央通路乱雑で整理しきれないので、見

苦しくて困っている。 

うれしかったこと 

 
・同じ職場の人や市民の方に“いつもガ

ンバルネ”と声を掛けられた時、感激

しました。 

 
・アイデア出して、仕事をし易く改善し、

仲間に喜ばれたとき。 

警備室スタッフの方々、 

こんなに交流センターを思ってくれている

なんて・・感激しました。 

草むしりもいつもありがとうございます。

体に気をつけてがんばってくださいね。 

内  容：昨夜のニュース、料理のこと、旅の話、 

ペット自慢 etc。一人の外国人を中心に

英語で話したい大人達が様々なトピック

を題材に毎週一回楽しい時間を過ごし

ています。メンバーのバックグラウンドは

様々、いつでも大歓迎です。 

活動日時：毎週土曜日（月４回） 

場  所：市民交流センターほか 

費  用：会費 4,000 円  

問 合 せ：宮原 

TEL 046－876－3823 

 

 

 

先日、９月１日、交流センター会議室の予約抽選会

が終了した後に、約４０名もの市民活動団体・ＮＰＯ等

のメンバーの方々にお集まりいただき、「市民活動情

報交換会」をにぎやかに開催しました！ 

木下市民協働コーディネーターの進行により、所

属団体の主な活動、個人の趣味、夢などを記載した

即席の「名刺」を作って、自由に自己紹介をして、顔

の見える「つながり」を作りました。そして、各団体の取

り組みの紹介、直近のイベントの案内、参加者募集の

告知等の後、各団体の大きな悩みのひとつである「人

集め」や「旧野外活動センター宿泊棟の有効活用」を

テーマに、グループに分かれての意見交換でさらに

盛り上がり、あっという間に予定時間が過ぎました。 

「もっと交流したかった」「時間が短すぎる」「毎月行

いたい」等とたいへん好評で、今後の展開に大きな可

能性を感じさせるものでした。 

次回は１２月１日（水）１０時開催。お楽しみに！ 

一つの団体では、なかなかできないことも 

力を合わせれば必ずできるはず！ 

そう、「つながれば、もっとひろがる！」 

 

 

★印刷室にＡ３サイズ可能なラミネーターを設置しました。どうぞご利用ください。 

安全と安心を提供する 

サービス業務 

 

海部さん 

佐山さん 

中村さん 

岩永さん 

清田さん 

相澤隊長 


